
ＥＶ・ＰＨＥＶ 用普通充電シリーズ  
施工説明書

コンセントスペースタイプ　ＥＶＰ－１

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
施工前に必ずこの説明書をよくお読みの上、正しく施工してください。
また、施工後は施主様に商品説明を行ってください。なお、保守・点検の際も活用しますので
施工説明書・取扱説明書は所定欄に施工業者名を記入の上、まとめて施主様にお渡しください。

管理者および施工業者各位

なお、　　　　　　に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

注意

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

● お守りいただく内容を次の図記号で
  区分しています。

　施工、使用 （操作・保守・点検） の前に必ずこの説明書とその他の注意書きをすべて熟読し、正しくご使用ください。機器の知識、
安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。この説明書では、安全注意事項のランクを「危険」｢警告｣
｢注意｣として区分してあります。

安全上のご注意
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安全上のご注意
■施工上のご注意
■各部の名称
■付属品
■施工前確認事項
■施工手順

■仕様
お問合わせ先

警告

危険

注意

取扱いを誤った場合に、死亡または重傷を招くおそれがある危険な状況を
示します。

取扱いを誤った場合に、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険
な状況および物的損害のみの発生するおそれがある場合を示します。

取扱いを誤った場合に、死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を
示します。
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■施工上のご注意
危険

感電防止のため、施工作業に入る前に必ず給電元ブレーカを
OFF にして、コンセントに電圧がないことを確認してください。
また作業が完了するまで絶対に給電しないでください。

破損したコンセントは使用しないでください。
感電・火災のおそれがあります。 

可燃性ガス・腐食性ガス・じんあい・引火物の近くに設置しな
いでください。感電・火災・故障の原因となります。

コンセントを濡らすことがないように作業してください。
火災のおそれがあります。

ボデーの下方は水抜きになりますので、防水処理を行わないで
ください。

分解・改造は絶対に行わないでください。
感電・火災の原因となります。

車両が通るところに設置する場合は、必ず防護柵や車止めなど
を設置して、車両と衝突しないようにしてください。

本製品はEV・PHEV充電用接地屋外コンセント WK4322,WK4311
パナソニック株式会社製対応となっております。
施工方法の詳細は、パナソニック株式会社のWebサイト
（http://panasonic .co. jp）をご参照ください。

運搬・設置の際は、周囲の安全を十分確認してください。 
落下・転倒によるけがの原因となります。

工事作業中は、手袋などの保護具を着用してください。 
けがをする原因となります。

警告
設置面との間に、異物を挟まないようにしてください。
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分解禁止
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使用環境温度範囲は－10℃から＋40℃（氷結なきこと）です。
この温度範囲を超えるような場所には設置しないでください。
（コンセントは含まない）

強い衝撃を与えたりしないでください。
感電・火災・故障の原因となります。

上に乗ったり、もたれたりしないでください。破損し、事故につ
ながるおそれがあります。

植栽などの土がかからないようにしてください。

充電コネクタが車両に無理なく接続できる場所に、設置してく
ださい。

雨や直射日光が当たりにくい場所で風通しがよく、また著しい
騒音や振動のない場所に設置してください。

※600 ㎜以下になるとケーブル
の収納性が悪くなります。

※

部品の取付けには寸法の合った工具を使用し、適正締付トルク
を守ってください。

ぶつかったり、つまずいたり、通行などの妨げにならないよう
周囲の状況に十分配慮して設置してください。

注意
国外では使用しないでください。日本国内専用です。

階段、非常口などの付近で避難の支障となる場所に設置しない
でください。

貼付してある銘板シール（製造年月、製造番号などの記載シール）
をはがしたり、汚したりしないでください。

十分な強度のある平らな壁面に設置・固定してください。
強度が不十分な場合、製品が落下するおそれがあります。
また製品は水平に取付けてください。

安全性、操作性、保守・点検のために製品の周囲に下図のスペー
スを空けて設置してください。

＜ボデー前面図＞ （単位：㎜）

設置場所の環境条件により差が生じる場合がありますので、
必ず使用目的に沿った実用試験にて性能を確認してから設置
してください。故障の原因となる可能性があります。

○ ：実用に耐える
×：使用に適さない
  （ヒビ、割れの発生する可能性有り）

薬品など

弱酸
強酸

弱アルカリ

強アルカリ

性能

○

×

○
×

性能

×

×

×
×

薬品など

アルコール
ベンジン

ガソリン

灯油

性能薬品など

シンナー
四塩化炭素

油

有機溶剤

×

×

×
×

有機溶剤、切削油、薬品などのかかる場所または充満した場所
では使用しないでください。また、本製品外装部品の耐薬品性
は下表を参考にしてください。

150

15
0

60
0

150

植込み型心臓ペースメーカ及び植込み型除細動器（ICD）をお使
いの方は、充電器本体部からの電波が作動に影響を与えるおそ
れがありますので、充電中は密着するような姿勢はとらないでく
ださい。

高精度な電子機器の近くに設置しないでください。電子機器に影
響を与える場合があります。（影響を与えるおそれがある機器の
例：補聴器、その他医療用電気機器、火災報知器）

ねじの呼び 適正締付トルク　Ｎ・ｍ

1.76 ～ 2.94
1.47 ～ 2.45

ケーブルフック取付ねじ
コネクタ収納部取付ねじ



■各部の名称

■付属品
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部品名

数量

部品名

数量

取扱説明書施工説明書
（本紙）

1部 1部

1個 2個

ケーブルフック 取付ねじ
M5×1 2 S U S

大形丸座金
5SU S

施工説明書 取扱説明書

1 個

4個

各 1枚

Ｌ型レンチ 付属品ラベル

施工後に、施主様にお渡しください（付属品4点）

ボデー
ドア
ダイヤル錠
ラッチ
充電コネクタホルダー
コントロールボックスホルダー
ケーブルフック

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

部品名①

②

③ ④

⑥

⑦

⑤

※コンセントは付属しておりません。
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■施工前確認事項

１

２

手順

配置および保守・点検時に作業が行えるよう下図
のスペースを確保してください。
各部の寸法は「■仕様」（P.9）を参照してください。

注意
安全性、操作性、保守・点検の
ために周囲に左図のスペースを
空けて設置してください。

設置スペース
の確認

コンセントの
電源回路の確認

注意事項説　明作　業

施工前に下記内容をご確認ください。

（単位：㎜）

150
15
0

60
0

150

※600 ㎜以下になるとケーブルの収納性が
悪くなります。

配線スペーサなどのかさ上げ部材がある
とドアが閉まらなくなります。３ コンセントと壁の間に配線スペーサなどのかさ上

げ部材がないことを確認してください。
コンセントの
設置確認

※

EV 専用の電源回路を設置し、必ず給電元に高速
高感度形の漏電ブレーカが使用されていることを
確認してください。
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■施工手順

１

２

手順

給電元ブレーカがOFF になっていること、コンセ
ントに電圧がないことを確認してください。 危険

感電防止のため、施工作業に入
る前に必ず給電元ブレーカを
OFF にして、コンセントに電圧
がないことを確認してください。
また作業が完了するまで絶対に
給電しないでください。

電源ＯＦＦの確認
（給電元）

注意事項説　明作　業

施工手順を説明します。

コントロールボックスホルダーを取外してください。コントロールボックス
ホルダーの取外し ＜図１＞

＜図２＞

３ 下記の寸法を参考に壁面のコンセントに合わせて
ボデーを取付けてください。付属の大形丸座金と
壁面を考慮した適切なねじで取付けてください。
（取付ねじ推奨サイズ：ねじ径 5、長さ40㎜）

※取付ねじは別途ご用意
ください。

壁面への取付け 警告
設置面との間に、異物を挟まな
いようにしてください。

注意
十分な強度のある平らな壁面に
設置、固定してください。強度
が不十分な場合、製品が落下す
るおそれがあります。また本製
品は水平に取付けてください。

（単位：㎜）

取
付
ピ
ッ
チ

69
5

壁
面
取
付
穴
ピ
ッ
チ

145±1

壁面取付穴ピッチ壁面取付穴ピッチ

69
5±
1

31
.5

30
.5

4-φ7

14
6

53
.5

ねじ2ヵ所
取外す

コントロールボックス
ホルダー

取付け部詳細

取付ねじ※
大形丸座金

コンセント

94
コンセント開口寸法

コ
ン
セ
ント
開
口
寸
法

15.2
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＜図３＞

４

５

手順

壁面との
防水処理

ケーブルフック
の取付け

注意事項説　明作　業

＜図４＞

＜図５＞

背面に水が浸入しないようにボデーと壁面との間
を、変成シリコンシールなどを使用して適切な防
水処理を行ってください。

底面に付属の取付ねじ（M5×1 2 S U S）にて、
ケーブルフックを取付けてください。

６ コントロールボックス
ホルダーの取付け

手順 2「コントロールボックスホルダーの取外し」
（P.6）の逆の手順で取付けてください。

警告
ボデーの下方は水抜きになりま
すので、防水処理を行わないで
ください。防水箇所

ねじ2ヵ所取付ける

ケーブルフック

注意
部品の取付けには寸法の合った
工具を使用し、適正締付トルクを
守ってください。

注意
部品の取付けには寸法の合った
工具を使用し、適正締付トルクを
守ってください。

ねじ2ヵ所取付ける
コントロールボックスホルダー

ねじの呼び 適正締付トルク　Ｎ・ｍ

1.76～ 2.94ケーブルフック取付ねじ

ねじの呼び 適正締付トルク　Ｎ・ｍ

1.47～ 2.45コネクタ収納部取付ねじ
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７
手順

電源の投入

注意事項説　明作　業

＜図６＞

・安全状態を確認した上で、給電元ブレーカをON
にしてください。

・ドアを閉め作業は終了です。
下記付属品を施主様へお渡しください。

・取扱説明書
・施工説明書（本紙）
・Ｌ型レンチ
・付属品ラベル

付属品4点
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■仕様

左側面 右側面正面 背面

（単位：㎜）

約７㎏
ＩＰ４４ 相当（ケーブル入線部は除く）
屋内および屋外
－１０℃～＋４０℃（氷結なきこと）（コンセントは含まない）

２０５㎜×７７０㎜×１３７㎜

仕様項目

保護性能
設置環境
温度

環境

製品質量

外形寸法
（Ｗ×Ｈ×Ｄ）

205

77
0

10
0

137
145

94

15.2

69
5

14
6

53
.5
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施工業者名

TEL 施工年月日　　　　　　年　　　月　　　日

B200230927

〒480-1189 愛知県長久手市蟹原2201番地
お客様相談室／T E L（0 5 6 1）6 4 - 0 1 5 2

仕様など、お断りなしに変更することがありますのでご了承ください。
また、ご不明な点がありましたら弊社お客様相談室にお問合わせください。
この説明書の内容は 2017 年 2月現在のものです。


